別記
第２号様式（第９の１関係）

かごしまの農林水産物輸出促進ビジョン推進事業のうち

かごしまの食グローバルファーマー育成支援事業（変更）計画書（事業実績書）
１．申請者概要

	申請者名：
	代表者役職・氏名：

	住所：

	電話番号：
	業種：

	担当者名：
	e-mail：

	□申請者又は申請者の所属団体が，かごしまブランド団体に認定されている
□申請者又は申請者の所属団体が，かごしまブランド団体に認定申請中である（申請日：　年　月　日）
※かごしまブランド確立運動に取り組んでいる申請者については，上記いずれかにチェックしてください。

	現在の出荷先
品目名【　　　　　　　】
出荷先事業者

出荷先地域

数　量（トン）
出荷額（円）
※複数品目を対象とする場合は本表を複写してください



２．プロジェクトの内容
※海外のバイヤー等実需者からのオーダーに応じて新たに輸出を開始する場合はオーダーの内容が分かるように，相手国の規制に対応するための取組は規制内容が分かるように，新たな販路開拓の取組については予定している新たな販路を具体的に記載すること
	（１）概要
※どのような商流で海外への新たな販路開拓に取り組む計画を記載してください。

(ex)台湾のバイヤーからの要望を受けて有機さつまいもを輸出するため，新たに有機ＪＡＳ認証を取得する。


	（２）対象とする輸出先国・地域及び品目
①対象国

(ex)台湾
②対象品目
(ex)さつまいも

	（３）輸出に取り組むに当たっての課題
※新たに輸出に取り組むに当たってクリアするべき課題で，以下「（４）具体的な取組」の根拠となる内容を記載してください


	（４）具体的な取組
(ex)育苗床の消毒のため熱湯消毒を実施
(ex)ＧＧＡＰ認証の取得
(ex)香港の輸出商談会への出展


	（５）目標とする成果（単年度）
※本プロジェクトの目標として，今後直近の作期での輸出見込みを記載してください。事業実績書には，本プロジェクトで取り組んだ輸出実績を記載してください。
計画（　年　月～　年　月期）　
品目名【　　　　　　　】
輸出先国
出荷先事業者

最終販売形態
直近輸出見込み
数量（トン）
出荷額（円）
※以下は実績報告時に使用

実績（　年　月～　年　月期）
品目名【　　　　　　　】
輸出先国
出荷先事業者

最終販売形態
今期輸出実績
数量（トン）
出荷額（円）


	（６）他の補助金等への申請状況※　なし　・　あり（　　　　　　　　　　　　　　）

	（７）GFP（農林水産物・食品輸出プロジェクト）のコミュニティサイトへの登録状況
登録済　・　未登録（登録予定日：　　　　）



